
Bonくらーじゅ

事務局   〒420-0856  静岡市葵区駿府町1-70  静岡県総合社会福祉会館4階  TEL 054-253-0818  FAX 054-253-0829〔発行責任者・及川ゆりこ〕

93 2021年 8月25日（1）

（フランス語でがんばってね。いい働きをしてねの意）

介護老人福祉施設サテライト
万寿の杜

ベランダから見る
「万寿森古墳」

研修風景 内藤先生 内藤いづみ氏 著書他

発行
日本介護福祉士会静岡県支部
一般社団法人静岡県介護福祉士会会 報   93 号

「その人らしい最期に寄り添う」　講演を視聴して

私が勤務している施設がある藤枝市では行政と医療、介護の専門職の代表が集まり定期的に「医療・介護連携推
進会議」を開催しています。そこでは「住み慣れた地域で最期まで」と看取りについて医療と介護の立場から意見交
換を行っています。その会議に参加するようになってしばらくしてから内藤先生の情熱大陸を観て、番組が終了す
る頃にはAmazonで先生の本を購入しているほど先生の患者様と向き合う姿に感動をしました。
購入した「その人らしい最期に寄り添う」を読み終わった時にはもっと先生の話を聴きたいと思い、介護福祉士
会総会の講演内容を決めるときに是非お願いしたいと伝えました。コロナの関係で延期されて、さらに収録に代
わってしまい、すごく残念に思っていましたが今回YouTubeではありますが先生の話を最前列で視聴出来て本当
にうれしかったです。
私は特養の介護職をしていますが自施設はショートステイも併設しているので数年前まではショートステイで
相談員も兼務していました。その経験の中でショートステイの在宅サービスと特養に入所される施設サービスに
おける看取りについて温度差を感じていました。主治医や家族とのつながりが在宅では強く、施設では弱く、入所
されている方の暮らしに疑問を感じています。特に看取りに関しては、加算ばかりが先行して、本来の看取りケア
が見えなくなっている現状がありましたが、その課題に気づき、施設では看取りに関する検討会を毎月行っていま
す。その中で挙がった課題に、「絆を切らさない」という、本人と家族だけでなく、私たち職員と家族も常に情報共有
が出来る関係作りの必要性に気づきました。家族とそのつながりがないと終末期の受け入れ（心の準備）が整わず、

本人が望まない状況になる事もあります。家族から介護を委ねられ利用者様に一番近い存在の介護職員がご本人
の思いに寄り添えないことの悲しさを何度か経験しました。また、利用者様だけでなく家族にも寄り添い、支える
事が私たちには求められていると思います。
私たち施設職員もチームでそれぞれの役目を果たしていく事が「その人らしく‥」につながっていくと考えてい
ます。先生がおっしゃった「私たちなりの道を作ってしまう」を今、変えようと努力している最中です。利用者様と
の対話を大切にする職員は、観察力やアセスメント力が高くサインに気づきますが、それが出来る職員は数名しか
いません。現場の課題はたくさんあり、時間がかかるかもしれませんが、「その人らしく命を生ききる」支援が出来
る介護職を育てていきたいと思っています。
　最期をどこで（場所）迎えるかと同様に「誰と」ということも大切に施設での看取り
介護を形にして、介護職という立場ではありますが、先生のように終末期に利用者様、
家族に寄り添える施設になれるよう努力していきます。

志太・榛原ブロック　理事　増田　知佐子

新緑の山々を眺めながら中部横断道で山梨へ。２年越しの総会記念講演の収録に行ってきました。甲府駅前には
蔵が立ち並び、素敵な風景。名産のアツアツのほうとうを食べていざ！講演会場は杉山理事が施設長を務める“万寿
の杜”、地域にとけ込むシックな外観で、館内入ってすぐの程よいスペースの地域交流室で、収録は行われました。在
宅医の内藤いづみ先生、偶然施設のすぐ近くにお住まいで、自転車でお越し頂きました。90分の講演は、時にユーモ
アを交えられ、先生の人柄を感じる講演となりました。今を生きる思いを書き留める‘いい塩梅ノート’はお勧めで
す！講演の模様は会員限定、YouTube で期間限定配信させて頂きました。

令和３年度　第１３回　静岡県介護福祉士会定時総会記念講演

「その人らしい最期に寄り添う」
講師：内藤いづみ氏（在宅ホスピス医）
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昨年からオンライン研修で開催、不安定な通信環境での苦い経験から今年は
準備を整え、スムーズな研修運営ができています。本研修は県の委託事業で受講
定員210名でしたが、4月からの介護の報酬改定により、無資格者の受講が必須
（3年間の優遇措置となっています）となり、受講希望者が1000名を越えました。
選考に苦慮しましたが、介護経験1年未満の方も多く、「入職3ヶ月で受講、知ら
ないことばかりで、明日から現場で活かして頑張ろうと思った」「認知症の詳し
い症状がわかり易く、自身の今までの行動を反省し、利用者に良い対応をした
い」と前向きな意見を多く頂きました。

介護保険は自立支援型の社会保障サービスですからご本人の自立度やご家族の介護力に合わせた自立支援の
取り組みを行っている事業所＝ケアマネから選ばれやすい事業所ではないかと考えます。
１．日常生活動作の“実用性”や“根拠”をもってケアしている（エビテンス）
２．ご家族やケアマネの問い合わせに”対応が早い”（スピード）
３．ご利用者やご家族の”納得感”が得られるケアやサービス、説明を行っている（プレゼン能力）
４．ケアマネに対し、ケアの”提案や助言”ができる（専門性）
５．家族に対し”介護指導”が適切にできる（スキル）
１～５を実践している事業所は利用者のアセスメントは当然ですが、それに加え家族のアセスメントもできて
いる印象があります。日々のケアの中でアセスメント能力を高めることは介護の専門職にとって重要な事です。
そして何より、ご利用者のことでケアマネと喜び合え、共に考え合えることができる担当者さんがいる事業所に
期待を寄せています。そういった介護福祉士の方が活躍されることを応援しています。

静岡市介護福祉士会　山道　昇三　

▶▶▶ 研修報告　認知症介護基礎研修 ◀◀◀

知ってるようで
知らない

介護
サービス

本人が望まない状況になる事もあります。家族から介護を委ねられ利用者様に一番近い存在の介護職員がご本人
の思いに寄り添えないことの悲しさを何度か経験しました。また、利用者様だけでなく家族にも寄り添い、支える
事が私たちには求められていると思います。
私たち施設職員もチームでそれぞれの役目を果たしていく事が「その人らしく‥」につながっていくと考えてい
ます。先生がおっしゃった「私たちなりの道を作ってしまう」を今、変えようと努力している最中です。利用者様と
の対話を大切にする職員は、観察力やアセスメント力が高くサインに気づきますが、それが出来る職員は数名しか
いません。現場の課題はたくさんあり、時間がかかるかもしれませんが、「その人らしく命を生ききる」支援が出来
る介護職を育てていきたいと思っています。
　最期をどこで（場所）迎えるかと同様に「誰と」ということも大切に施設での看取り介護を
形にして、介護職という立場ではありますが、先生のように終末期に利用者様、家族に寄り添え
る施設になれるよう努力していきます。

志太・榛原ブロック　理事　増田　知佐子　

『ケアマネジャーが期待する（求める）
　　サービス事業所ってどんな事業所？』
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委 員 会 紹 介 各委員会の目的に基づき委員会活動が始動しています！

   　コロナ禍により、ブロック活動も停滞気味です。新規入会者のモチベーションも下がらない
ようフォローも必要。オンラインの良さを活かしながら月１回、交流会を開催します！誰でもどこからでも参加できま
す。初回は9月19日（金）19時～多くの参加、心よりお待ちしています‼（詳細はHPに掲載）

今年度初めて、県の合理的配慮理解促進事業として実
施する研修もあります。コロナ禍でオンライン研修が主流
になりつつありますが…だからこそ対面研修の良さもわ
かってきました。障がい者施設に関わる会員の皆さん！ス
テップアップのために必要な事業の企画運営に参加しま
せんか。

コロナ禍で大変な中、各調査員は様々な工夫をしながら
事業所の外部評価に取り組み、令和2年度は118件の実績
をあげることができました。事業所は介護保険改定により、
令和3年度から運営推進会議と外部評価受審の選択制に
なりますが、介護福祉士会だからこそできる外部評価を目
指して今年度も頑張ります。

「社会福祉士会」「県地域包括・在宅介護支援センター」
「ケアマネ協会」「介護福祉士会」４団体の構成員の資質
の向上を図る為、合同で研修を開催しています。今年度
は当会が実行委員となり、中京大学法科大学院教授の稲
葉一人先生を講師に迎え、研修を開催します。多くの方
のご参加お待ちしています！

広報誌やホームページを活用し、介護福祉士会の活動
を、まずは会員の皆さんに発信！介護福祉士会の活動を
知っていただき、仲間づくりや情報の交換ができるコミュ
ニティが増えてくれることを願っています。今後は、広く
一般の方にも福祉について発信していければと考えてい
ます。

   　「災害ボランティア・コーデネーターの育成」
今年度から委員会の名称が「対策」から「支援」に変更になりました。今までと同様、被災
時の支援に対しての活動に加え、どう考え行動していくかを学びながら“ボランティア力”
を育てていきたいと思います。今年度は、BCP策定、模擬災害対応、避難所運営などの訓練
研修や災害グッズの研修などを企画し、発災時行えるよう、平常時出来ることを考えてい
きたいです。また、現在被災されている熱海市災害支援についても、関係機関と連携を取り、
介護福祉士会としてその専門性が少しでも活かせる支援を調整していきたいと思います。

今年、第10回ケアコンテストを迎えるにあたり10年続けることが出来たのは皆様のご
協力のおかげと感謝しております。昨年度は感染症により新しい生活様式に合わせオンラ
インという形に変えて実施しましたが、今年は本来のコンテスト様式に戻した開催となり
ます。しかし、感染症予防から会場内は競技者と関係者のみで収録を行い、コンテスト模様
をYouTubeで配信する予定でいます。また、競技の様子だけでなく第10回大会にふさわ
しい内容を盛り込み、多くの方に視聴して頂けるよう委員が総力をあげて計画をしていま
す。記念すべき第10回大会にあなたもエントリーしてみませんか。

   　　　昨年度からオンライン研修とDVD視聴の2本立てで小規
模事業所へ対応しています。今年度は、「食事の介助」「排泄ケア」「入浴・清拭の介助」「口腔
ケア」「ターミナルケアの理解」の5テーマを新たにDVD作成して、さらに充実させていき
ます。オンライン研修も主流になり、講師登録されている会員の皆さま、家に居ながら講師
にチャレンジ！お願いします！
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毎年恒例になりました！が、昨年からオンラインで実施。
今年もオンラインにより12月に実施予定。テーマは未
定ですので本誌面を借りてご意見を伺います！
養成校と共催ですので、共に学びあえるテーマをお知ら
せくださ～い。

　現在、第１期生はコロナ禍という困難な中、受講生仲間
と支え合いながら、モチベーションを維持し、多くの知識・技
術を学んでいます。そして、これからの２期生以降への学び
のバトンをつなげられるようにという思いもあります。認定介
護福祉士養成研修委員会では、２期目の養成研修の準備に
も取りかかります。多くの介護福祉士が、この「認定介護福祉
士養成研修」で学んでいただき、その学びを介護現場に還元
（学びのお裾分け）していただけたらと思うばかりです。　

１．対象者・介護者共に安全であること　
２．対象者の同意が得られ、対象者にとって安楽であること
３．対象者にとって不要な負担にならないように効率的であること
４．対象者の「生活機能」を引き出し十分に活用する。
この4つの原則を理解しましょう。介護者の手は「支える手」です。「上からつ
かむ」のではなく「下から支える」対象者は「物」ではなく「人」です。高齢者であ
る為、皮膚が弱く傷つきやすい、血管が細く内出血を起こしやすいです。体を
傷つけることと同じように、相手の気持ちを傷つけてしまう場合もあります。
介護の専門職として「つかむ」ではなく「支える」介護をしていきましょう。

コロナ禍により昨年度は身体拘束廃止フォーラムのみ
YouTube配信したところ県内多くの関係者に視聴して頂きま
した。今年度は身体拘束廃止推進員養成研修を30名の定員
で実施、フォーラムは昨年同様YouTube配信予定です。
利用者さんの尊厳を第一にケアに努められるよう意識
改革していきましょう！

コロナ感染予防の為、今年度はリモート研修を中心に、対
面については参加人数を少なくして実施していく予定です。
基本研修、ファーストステップ研修、認定介護福祉士養成研
修など生涯研修はもちろんのこと、現場のニーズに沿った
様 な々研修を企画していきますので、是歩ご受講ください！

ワンポイント介護
― 介護の原則 ―

＊対象者の体を「支える場所」、介護者の「手を入れる場所」を確認し、
　対象者の方に負担や不快にならないようにしましょう。

ニュースポーツとは、20世紀後半以降に新しく考案されたスポーツ群をいいます。その数は数十種類におよび技
術やルールが比較的簡単で、誰でも、どこでも、いつでも容易に楽しめることを目的に新しく考案されました。「ラ
ダーゲッター」は子どもから高齢者まで、また、障がいの有無にかかわらず、みんなで一緒に楽しむことができる
ニュースポーツでレクリエーションゲームとして開発されました。
ロープでつながれた2本のゴム鞠(まり)をラダー（はしご）に向かって引っ掛けるとい

うゲームで、投てきをする選手は鞠(まり)の片方を持ち、もう一方の垂れ(たれ)下がっ
た鞠(まり)を前後に揺らして飛ばすようにしてアンダーハンドで、はしごに向けて投げ
るというものです。
身近にあるハンガー掛けを利用し、手作りで簡単に作ることができ、デイサービス等
の施設でも気軽に活用できるレクリエーションスポーツです。

駿東・田方ブロック　CSすんとう・レクリエーション　倉島　　修　

世紀後半以降に新しく考案されたスポーツ群をいいます。その数は数十種類におよび技

福祉レクリエーション ニュースポーツ「ラダーゲッター」
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吉田町の高台に位置し、1995年（平成7年）に設立した茶畑の中のオレンジ色の建物です。特養は多床室（4人部
屋）と従来型個室です。古い建物ですが、提供するサービスは温かく居心地の良いものを目指しています。そんな中
でも大切にしている内容をご紹介します。☆私たちが大切にしているのは、お誕生日です。お誕生日は年に1回どの
人にも訪れる大切な日です。担当職員が入所者やそのご家族のご希望をお聞きして誕生日会の企画運営を行いま
す。「一人焼肉をしたい」「お友達とお寿司でお祝いしたい」「海へ釣りに行きたい」「パチンコに行きたい」「家族と外
食に行きたい」様々なご希望に対してスタッフが他部署と連携して実現しています。心を込めてお誕生日のお祝い
をします。そんなお誕生日の時の皆様の笑顔は格別です。
☆大好きなお風呂タイムを大切にしています。
入浴時は最初から最後まで同じスタッフが付き添い、一緒にタンスから服を選び、着脱
時も入浴時もおしゃべりしながら入浴していただきます。お年寄りが大好きなお風呂タ
イムが決して流れ作業にならないように心がけます。入浴中の気持ちよさそうな表情や
お風呂上がりのすっきりした表情はスタッフにとっても、やりがいを感じるひと時です。
☆地域の中の片岡杉の子園
施設のある吉田町内で開催されるイベント（ふれあい広場、吉田町文化展、片岡文化展、吉田町駅伝大会、小山城
まつり、等）に毎年積極的に参加させていただいています。「ふれあい広場」では職員が抹茶を立てて茶店をOPEN
し多くのお客さんが来てくださり、好評です。駅伝大会では男性職員が参加し、片岡杉の子園を町中にアピールし
てくれました。施設で開催する敬老会や夏祭りには近隣の人たちが来園してくださり毎回大盛況で、入所者の皆さ
んにとっては特別な日になっています。
「入所者とスタッフの距離が近いですね」と来園された方々によく言われ
ます。施設の中は入所者のおしゃべりと入所者とスタッフの笑い声などで
活気があり、まるで下町のようです。入所者が穏やかに笑顔で過ごせますよ
う私たちスタッフも笑顔で答え、今後も居心地の良い施設をめざしていき
ます。      施設長　袴田　道子　

私が西伊豆町に住み、宅老所「みんなの家」を開設して22
年の歳月が流れました。現在は地域密着通所介護事業所です
が、建物は開設時と同じ民家です。西伊豆は海、山、広大な田
畑、温泉！そして高齢化率50％で住むにも高齢者ケアにも良
い所です。今年65歳になる私は、自身の老いに向けて活動の
軸足を少しずつ地域の互助活動に移行、今年は19世帯の町内
会長を引き受けました。3年前からボランティアグループ「中
区ご近所福祉ネットワーク」の買い物支援に参加。現役を引
退された方々の老いの暮らしも学び合いたいと思います。

みんなの家　奥田　俊夫（下田・賀茂ブロック）

（64名）　〈会員番号2205052～2205116〉新しい仲間ご紹介（64名）　〈会員番号2205052～2205116〉新しい仲間ご紹介新しい仲間ご紹介新しい仲間ご紹介
■富士・富士宮 
村　松　育　美
前　村　喜代子
■駿東・田方
吉　田　裕　美
岡　本　実　幸
山　本　悦　代
小　澤　知　裕
合　田　千　尋
逢　坂　昭　子
松　橋　孝　尚
吉　江　みゆき

横　内　健　也
土　屋　佳菜子
山　口　奈菜穂
服　部　守　孝
川　口　志　乃
大　塚　恵美子
■熱海・伊東
大　津　美穂子
■静岡市
　介護福祉士会
佐　野　晴　美
戸　倉　麻菜美

藤　嶋　　　健
尾　崎　信治郎
長　野　真　也
小　林　弓　華
杉　山　淳　哉
佐　藤　麻理恵
中　村　　　努
廣　田　昌　世
戸　塚　智　幸
望　月　芳　枝
中　瀨　美　佳
深　澤　恵　理

佐　藤　優　子
村　山　則　子
西　谷　由　佳
旭　　　沙希子
大　橋　弘　子
高　木　　　剛
松　下　俊　輔
望　月　恭　代
関　口　智　香
佐　藤　仁　美
小　川　陽　輔
杉　山　り　か

■志太・榛原
松　野　友加里
増　田　椋　架
村　松　直　子
池　田　有　紀
近　藤　　　恵
谷　口　明　美
小　澤　建　太
平　田　久美子
村　松　裕　子
野　﨑　博　史

特別養護老人ホーム  片岡杉の子園
〒421-0303  榛原郡吉田町片岡2895 TEL0548-32-0201

お誕生日会

駅伝大会 夏祭り

■中東遠
金　子　　　徹
太　田　綾　子
岡　本　真知子
■浜松
八　木　千　花
渡　　　寿　枝
宮　元　預　羽
髙　栁　知　弘
岩　崎　昇　運
権　田　由　佳
鈴　木　朋　子
近　藤　哲　也

賛助会員

吉田町の高台に位置し、

賛助会員賛助会員

海・山暮らしの

会員便り

空と山と施設と 西伊豆の海

縁側からの風景
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編集
後記

◀手作りらっきょう大好き！
　畑で栽培し酢漬けにもチャレンジ！
　夏バテ対策はこれが効く～！

行ける時に行く！西伊豆町▶
宇久須の景勝地「黄金崎」に
外出！（みんなの家）

◀「ちょっとした関わりが当たり前の
　日常を作る」
　一緒に草取りするひとコマが利用者、
　職員のプチ幸せ。
　（特養・第２開寿園）

◀「お風呂、本当に気持ち
　よかったわー！」
　利用者さんの何気ない
　一言と笑顔がとても
　嬉しく感じる瞬間で
　す。（特養・白扇閣）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

今年度初めて広報委員を担当する事にな
り、このBonくら～じゅを使って、どうし
たら皆が知りたい事を提供できるのか、ま
た介護福祉士会及び介護福祉士の啓発活

動の一環になるのか。委員みんなで悩んで出来たものが、
今回の中身である。まだまだ発展する事が出来る広報誌。
今後も楽しみにして頂けたら幸いです。

（浜松ブロック 鈴木 健太）

組織強化委員事業　オンライン交流会　
開催日時　第1回    9月17日（金）19：00～20：00
　　　　　第2回  10月15日（金）  　　 〃
職場での悩みや、日々の想いを発散したり、会について
知りたいこと、ご自身のキャリアアップの話など、オンラ
イン交流会を通して情報共有しませんか。現場で役立つ
ミニミニ講座を実施予定。是非ご参加ください！

■ お 知 ら せ  ■

◀手作りらっきょう大好き！

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

心あたたまるワンシーン

※研修・講習会情報はホームページ（http://shizukai.jp）でも案内しています。

近年、梅雨も終盤を迎える頃、大きな災害がもたらされています。今回の熱海市伊豆山の
大規模土石流をはじめ、県東部の大雨は想像を絶する程大きな傷跡を残しました。
7月3日お昼前に衝撃的な映像が目に入り、何度も繰り返し放映されました。その後週
明けの5日夜、会として、どういった支援ができるのか、急遽災害対策委員会が開かれまし
た。様々な話し合いの中で第一は先導隊を送り、現地の状況把握をすることになり、10日に
５名が熱海市に入りました。街のあちこちで報道ヘリや緊急車両を見かけ、災害の凄さを
表しているようでした。避難先の１つである、ニューフジヤホテルで、ちょうど【保健・医
療・福祉合同調整本部会議】が開催されていたため、参加させて頂きました。DWATをはじ
めDMATやDPAT等、様々な専門職チームが感染症対策をしながら、避難されてきた方々
の支援をされていました。16日からはホテルの避難所が終了となることから、面での支援
から点での支援となることで、これからの課題が見えてくると感じました。被災者の日常
が戻るのも長期となるため、ボランティアとして“できることを”みんなで考え、行動してみ
ませんか！    　　  浜松ブロック 災害支援委員　鈴木　健太
※DWAT（災害派遣福祉チーム）・DMAT（災害派遣医療チーム）・DPAT（災害派遣精神医療チーム）

－こんな時だからこそ何気ない日常が大事－

専門職としての視点でできること熱海土砂災害の現場から ＜災害支援委員＞


